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	報 告 者
	B&G兵庫ジュニア海洋クラブ　　　中3　　　　鄭　愛梨　　　    

	大 会 名
	IODA  European championship  2011

	開 催 地
	Portugal  Tavira   ポルトガル　タヴィラ

	大 会 期 間
	2011/7/2-10

	セールNo
	JPN3163
	最 終 順 位
	46位


	気温、水温

ウエアについて


	暑かったけれど、湿度があまり高くなかったので、汗はかきにくかったです。
水温は少し冷たかったです。
ウェアは、基本Tシャツに海パンで、たまにパドジャケを着ました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	波は沖から入ってきた低いうねりもあり、ランニングで波に乗りやすかったです。
潮がきつくて、干潮の時間が遅くなっていくとゼネリコを連発したりしました。
風はレース期間中大体３～５mぐらい吹いていました。

	　セッティングで

注意したこと
	波があったので、あまり浅くし過ぎないように気をつけました。
風によってセールの深さを若干変えました。

強くなったり弱くなったりしたので、スプリットは若干弱くかけました。

	　セーリングで

　注意したこと
	波があったので、クローズで波にもっていかれないように注意しました。
スピードがなかったので、みんなと角度を合わせることを意識しすぎず、スピード重視で走りました。

	海上で練習したこと
	クローズのスピード練習やタック練習、外国の選手と合同でレース練習もしました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	最初はいつもの調子が出せませんでした。

後半はだんだん調子が戻ってきて、スピードで負けることは少なくなりました。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	海外の選手は並び始めるのが早くて、3分前にはラインができているときもありました。

有利サイドで出ようとするとすごく混んでいてやりにくかったけど、レースするにつれてなんとか出られるようになりました。
ただ、シートを引くタイミングが周りと比べて遅いせいでスタート時のスピードがなく、すぐに逃げタックを強いられることが多々ありました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	外国の選手は、あまり振れタックをせず、左か右の奥まで出していくことが多かったです。

真ん中で振れタックをするより、他の人の流れでタックした方がうまくいきました。

また、2上で落とすことが多かったです。2上はタックの回数が増えたり、有利サイドと逆の方向へ突っ込んでしまうこともありました。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	上位の選手は、スタート直後のスピードから違いました。

トップスピードにもっていくのが早く、またそれを持続させていました。
集団をおさえるタックの位置もよくて、絶対に抜かれない走りをしていました。

	　国内の練習で

　役立ったこと
	クローズだけでなく、フリー、ランニングのスピード練習はすごく役に立ちました。
また、スタート練習のおかげで、フリーウォーターを確保することができました。

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	スタート直後のスピードがなかったので、トップスピードに素早くもっていけるような練習をもっとしていればよかったです。

	　印象に残った

外国選手は？
	ITA7843、ESP2076

SIN3192はスピードがすごく速かった。スタートを失敗しても上マークで必ず上位にいるのが印象的でした。

	　今後の課題と

　目標は？
	次の艇種で、ワールドに出ること

	　ＪＯＤＡへの要望
	チームで集まる機会がもう少しあればよかったと思いました。

	　その他
	今回ヨーロッパに出場できて、とてもいい経験ができました。

みなさん、本当にありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

